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と も に そ の 価 格 水 準 を 換 討 レ ， 生 産 費 と の 関 連 で み た  

そ れ の 低 さ が 農 民 層 分 解 を 促 進 す る 大 き な 耍 因 で あ る  

こ と を 指 摘 し て い る （例えぱ I 48頁)。

確かに農民層分解が社会的な価格水準Iと個別経営の 

生産費との開速によって促進されること自体は否定し 

えない。しかし価格の平均的な生産費カバー举の低さ， 

したがって価格の低位性そのものから道接分解の必然 

性を導くことはできないであろう。価格がいくら低く 

てもすベての経営が同程度の生産力水準にあれぱ，決 

してある経営が他の経営を駆逐してゆぐという論理は 

作用'しえないのである9 農民層分解は単なる価格の低 

位性般からではなく，生力格差ないしその具体的 

なあらわれとしての生産費の格差の存在を媒介として 

説かれなけれぱならないのであり，その基準として価 

格規定層の概念は不可欠といえるのである。

C5)

以上，箸者が最も強調される個々の農衝めについて 

のTU場構造,そこでの価格形成メカニズムの実態分析 

にっ、、てはとんどふれることなく，ヨリ基本的な点に 

かたよって率直な感想を述べさせていただいた。それ 

は前者の点では著者に教えられるととばかりで，ただ 

敬服する以外に評価を行ないえないためであって，ご 

容赦をいただきたい。

最後に，著者の豊富な問題提起が今後の後産物価格 

論の展開においX , 生産的な形で受けとめられてゆく 

ことを願う次第である0 (東京大学出版会！977年）

佐 藤 鉄 郎

(疲應義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

W . エ ー レ ル ト , D . フ ン シ ト ツ ク ,

K . タ ン ネ ル ト 編 .

『社会主義針画経済における

貨敷流通と信用』

社会主義経済に関する分野の中で，従来敬遠されが 

ちだった分野に信用がある。その®由は,信用は本来資 

本の要求による流通時間の揚棄や資本所有の打破から 

生じる資本主義固有の法則であると考えられてきたか 

もであった。,樊際, 社会主義社会における商品一:《：幣 

諭ホといった間題ですら片付いてはいないわけであっ

て，それを踏えねばならない信用の研究が遅れている 

のも当然であろう。もちろん,社会主義内の信用を問題 

にしてきた研究書が全くなかったわけ•ではない。現に 

本書と同名の著書が今までにいくつか公刊されてきた6 

しかし，その多くは社会主義信用論を余りに抽象的次 

元で問題にするため，社会主義独自の信用論を明確に 

打ち出すことができなかったようである。本書は，こ 

うした欠陥に対し，従来のようI■こ真向から社会主義的 

信用論の本質を展開するのではなく，現実に存在する 

社会主義国内の信用機構を分析することによって，社 

会主義社会の信用論を打ち出そうとしている。いわぱ， 

社会主義的信泪論の構造的理解といったところであろ 

b。. だから，本i rの構成には実務に従事して'/、る銀行 

関係者や大蔵潜関係者が積極的に参加していて，実務 

的にも有益なものとなっている。

本書の対象は，学生や実務家といった幅広い層であ 

り，入門書の体敕をとっている。し力、し，本書の意因- 

する内容は， 単なる入門書にとどまるものではなく， 

発達した社会主義へ移行するための基本的前提を作り 

出すという第9 回社会主義統一党会議(1976)の決定 

に基づいてされた意欲的な著作.でもある。本書の 

一貫したテ一は，"炎達した社会主義社会への移行" 

のための信用の規定である。個々の内容は，以T の®

り国内経済だけでなく，国際経済*歴史まで含む非常 

に包括的なものであり，東ドイツの金融構造を知る上 

だけではなく，社会主義国相互間，社会主義国と資本 

主義国相互間の国際金融を知る上でも充分な資料を提 

供してくれるであろう。

. 目 次 構 成 ’ ■

1ま社会主義的T9生産過程における货幣流通と 

信用の役割

2章社会主義的指導と計画の過程における信用

3章国民経済の領域と部門における融資•刺激 

.コントロールへの信用の供与 ■

4章国民経済におけるま仏い決济システムとそ 

の役割

5章外国経清における货幣諸関係と信用諸開係

6章 け 45年から現在までの東ドイツ銀行制度の 

発展

本書の特徴は次の点にある。第 1に，本書は従来の 

箸作のように社会主義下の货幣の詣後能を羅列的に並 

ぺて説明しようとはしていない。すなわち，本書は社 

金主義下の貨幣を冉生産過程との均'お的バランス関係
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の側面から考察し,そこから貨幣の機能を説明しよう 

としているのである。第2 に，本書は社会主義信用の 

基本的视趣を，国民経済バランスと信用休系バランス 

の均衡的関係として考察していることである。これに 

よって，信用の循環と® 民経済との相関が明確となり， 

社会主義的信用の計画挫が保証されることになるわけ' 

である。そういった意味で，本書の特徴は，特に1ぎ 

と2享にあるように思われる。以下，各章の内容を檢 

討してみよう。

第 1章では，社会主義段階での貨幣と信川の位置づ 

けがなされている6 本書は，現在の東独を共産主義の 

第一段階とま定し，企業間の生産性の格差，精神的労 

働と肉体的労働との差別の残存，労働が第一の欲望と 

なっ:Cいないということなどによって，商品-賞^̂ 関 

係が存在-すると述ぺている。しかし"^方，そうした商 

品-貨幣関係は，全社会的な計画によゥて規制を受け 

ていて, . 全面的に作用しているわけではないという。 

貨幣と信用は，こうした両面的な位置付けが必要であ 

るというわけである。

貨⑩の安定と消費の安定は，資本主義的商品-貨赂 

関係の場合と違って，貨幣バランスと物財バランスに 

よって厳密に保証される。このため，本書は国民所得 

と国民の純貨幣所得と家の純所得の，,それぞれの成 

長関係の均衡をもって社会主義貨幣を特徴づけるもの 

として考えている。確かに，こうしたバランス論から 

の貨幣論へのアプローチはユニークな方法であるが，

この均衡と価値法則との関係が全く説明されてない以 

上不充分であろう。むしろ，先展開した商品-貨胳 

関係との関係こそ問われてしかるべきであろう。つま 

リ，貸僻のバランスがどれだけ商品-貨幣関係の影響を 

受け•ているかということ。その点が本書の課題と言え 

よぅ。’

信用を必然化する耍因に関してはI■社会主義的銀行 

信用は，商ロ?广貨幣関係ととりわけ社会主義社会の財 

政の客観的カテゴリーであるJ (S. 6 5 )と述べて、る。 

社会主義的信用の特質は，確かに本書が79三述べてい 

るように， g-l-画よる財政的侧而と商品-货歉関係的 

側旧との並存であろう。しかし，本書は財政関係とは 

何であるのかといった問題について何も語ろうとして 

いない。ソ述の最近の論争を見ると，財政閲係は国家 

的塊制と法による規定がなけれぱ何の意!も持ちえな 

いであろうという法関係の立堤からの提言がなされて

いるようである。しすこがって,本書はこうした見解に 

対•して，財政関係とは何であるかを糖極的に説明する 

義務があるであろう。

また，第 1までは社会主義下の信用の特徴とその機 

能も述べられている。社会主義下の信用は，資本主義 

下の信用と次のように違うという。すなわち，資本主 

義においての信用は, 贷付資本の運動，商品としての 

資本，資本としての貨幣の連動として現われ，プルジ 

ョアジーとプロレタリアートとの階級的対立をま現し 

ているというわけである。社会主義下の信用は，こう 

した運動を新しい生産関係によって駆遂することから 

生まれ，次の4 つの祝点を特徴として持つことになる 

と述べられている（S. 56)。

(a) 社会的有効性の基腿と出発点としての社会主義 

信用の階級的統一。この統一は，とりわけ次の諸 

関係をつうじて置き換わる。

(b) 社会主義国民経済の効率過程において信用が媒 

介する諸関係。 - .

( C )社会主義国民経済の均衡の保証によって，計画 

の要素として信用がみずから宾現すろ諸関係。

( d ) 社会主義的貨幣-財政関係の複合的な利if)によ 

る信用の諸関係（財政関係の部分としての信用)o

.すなわち，社会主義下の信用は，階級的統一とその 

背景にある物財の均衡関係，社会的効率関係，財政関 

係の統一をもって特徴とされるわけである。したがっ 

て，社会主義下の信用は国家の手に集中されている。 

しかし，反面，现段階では，個々の贊金は企業に保存 

されているわ'けであって,階級的統一がなされたとい 

っても社会的効率性と企業的私的効率性とは分離して 

いるのである。むしろ現在の信用は，この間の関係に 

利用されている方が強いといっていいだろう。その意 

味でも，本書のようを社会主義下の信用を財政関係に 

従属したものと把えるのは一面的なように思われる。

社会主義の信用の機能として，発行機能，分配機能, 

刺激，コントロール機能をあげている。発行機能は, 

銀行券の発行や信用操作の形成のことであり，流通費 

用め節約と関速しているようである。すなわち,発行 

機能は4 の節約，貨附支払い決済組織による货幣済 

貴用の節約，商品流通の促進にあるというととである。 

分配機能は，を行機能と同様に生逾の継続に関速して 

いるようである。すなわち，分配機能は,’ 生座-と再生 

だ(!過極の継続のために投じられる前資しのととである。 

この意味でも，社会主:義下0 信用は，商品流通を樊现 

するための前資しに大きな役割を与えているようであ

134 (43&)
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る。刺激ゴントロール機能は，需要に応じた生産を効 

率的に行うためのチ: ックであり，利子 • 流通時間• 

制栽手段などがをれにあたるようである。このように 

諸機能が説明されると，ますます商品-貨幣との関係不 

足が明らかになってくると思われるのだが，本書は何 

も語っていない。さて，東独において，こういった機 

能原理が導入されたのは194̂ )年の信用改-ホの時であっ 

たようだ。

第2 , では，国家財政バランスと信用体系バランス 

と，国民経済バ'：r ノスとの相互関係と，信用の計回1化 

が述べられている。社会主義的信用関係の特徴は，そ 

の計iii性にあり，それは信用‘貨龄フォンドの計画が 

全計i i iと結びついていることであるという。信ffl休系 

バランスとは，個々の企業の貨幣フォンド•住民の貨 

幣フォンド•外国関係の貨幣フォソド. 財政フォソド 

と企業の流通信用• S 本手俊信用• 住宅信用•消費信 

用 • 外国関係への信用.財政投融資とのバランスのこ 

とを意味している。このバランスは，園家財政バラン 

；Mこ関しセは，企業の貨幣プォソド計iii •現金流通計 

画 *住民貯蓄計画♦外国貨條計画• 財政フォソドと結 

びつ.き，国民経済バランスに関しては投資計画‘物財 

tm  • 賀易の輸出入計画と結びっいている。こうした 

アプローチがなされるのは，信用と貨幣とをす博造的に 

位置づけようという意図を持っているためであろうと 

思われる。確かfcこうした構造的把掘による社会生義 

の信用• 貸幣の規定には多くの学ぶべきものがあろう。 

また，こうした方面から明確にJ i開していったのも本 

書が初めてのようである。し力、し, こめメリッ卜は， 

次の展開に対してデメリットを持っている。そ0 展開 

とは，本書がバランスの安定度を保つための必然的な 

.手段として，利子• 流通時間の限界•信用樊約を入れ 

てくるということである。こういった:アプローチでは， 

利子は投融資を決定する耍因ではなく，単なる社会的 

コ ン ト ロール機能にすぎないということになろう。流 

通時間の限界，信用契約も同様であろう。また，本書 

は社会的コントロール機能を時間の経済という概念で 

把握する。しかし，本書自身第1章で認めている商品 

-貨將関係の存在は，社会的時間"̂ 級の節約だけでな 

く，個別企樂的時間の節約も要求してくるであろう。

そうなると，利子や流通時間の限界や信用契約といっ 

た力チゴリ•■■も，社会的コントロール機能だけでなく， 

個別企業に対する個別コント一ル機能（独立採算制の 

弥化手段）となろう。その点，偶造的にアプローチす 

る本書は不明確となっているようである。

-135

その他第2章では，信用の割合をそれぞれの角度か 

ら展開している。国民経済金体に占める信用の割合， 

基本フォンド. 流通フォンドに占める信用の割合，国 

民経済の各部門に占める信用の割合，企業に占める信 

用の割合といった具合!*こである。その具体的割合につ 

いては述べられていないが，この劇合は大きな意i床を 

持っている。傅用の一定以上の拡大は計画的生産を阻 

害するからである。特に與味深いのは，企業に占める 

信用の割合であろう。ホズラスチg — ト（独立採算制） 

の下で，企業の信用への依存率がどのくらいであるの 

かは重要な問題である。本書は次のように説く。企業 

の.自己资金は，減価償却金• 利潤からなり，そこから 

信用の償還と利子の支払い力':行われ，企業の信用の割 

合は，この償遺の割合によって決められると。しかし， 

本書はそれ以上論究してホズラスチョートとの関係に 

ついては触れようとはしない。評者としては，その関 

係こそ展開すべきものであるように思えるのだが。

第 3章では，個々の産業部門や住民への信用の供与 

状況が語られている。工業，建設，藤業，住民への信 

用がそれぞれ扱われている。工業建設企業に对しての 

基本課題は，科学技術導入の拡大，社会的労働力の合 

理的利用であるという。また，農業の基本課題は，エ 

業の売展のための原料と住民への食糧を確保するため 

の機械化にあるという。しかし，L P G (農業生gg協同組 

合）の再統一化に関する信用供与に関しては何も語ら 

れてはいない。’ 住民への信用は住宅信パ3と消^^信パ1で- 

あり，特に住宅>こ関しては•■住を建設プロダラムは社 

会主義ドィツ統一党の社会政策の中核であるJ (S. 238) 

と述べられ：t いるように，重要な問題のようである。 

消費信用の場合，家族の子供の数によって利子が下が 

ったり，新婚夫婦の場合には，住屯用品，設備への信 

巧が5,000マルクまで与えられるようになっているよ 

うである。

第4章には，銀行を通じての企業の支払い方法が述 

ベられている。東ドイツも支払いはソ連と同様に,銀行 

を通じての銀行信用のみで行われていて,すべて銀行 

を通じての決清によって行われる。決済業務は，第一 

に商品の品質檢第二に企業の当座勘定状況，第三 

に企業の資任といった原則で行われているという。決 

济の方法にも，支权、、委託（むberweisungsverfahren), 

チ;C ック（Scheckverfahren),貨物証 (Lastschrlftv- 

erfahren),信用状（Akkredidvverfahreii)があると 

いう（図を参照)。ま仏いま託の形式は，ソ速のプタツ 

ュプトに近（、ものであり，78% (1973年現在）がこの方

(43/)-
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式であるという。貨物証.の場合，柬ドイツ独特のもの 

めようである。これは，売り手金業が率先して自己の 

銀行から货物契約による贷付を要求するガ式:であって, 

買い手企業にとって不利な方法であるようである。国

1 )支仏い委託方式(S.283)

(1)商 品
乎

(5)⑧収ゼfた額の集企
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ヘア n W i
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m i

と助
ttt>r

テKへ
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フ m r

PI! G 金
r の

究りホの殺行

先り手の銀行

(5)金額の支払い要Hfc

買い手の銀行

I■{い乎の銀行

ぼいホの银行壳り手の級行

民のための決済は，チ:^ックが主であるようであり，

1人当り500マルクまでの利用がで•きるようである。

第 5章では，外国贸易での銀行制度，技術協力，ま 

仏V、方法が述べられている。特に與味深、と思われる 

のは，二国間決博と多国間決済による国際決済銀行の 

展開である。1964年までのニ国間決済がなぜ多国間決 

済に変わったかということを述ぺている。二国間決済 

には，第一に外貨準備なく資易が可能であるというこ 

と，第二に国家間の決情が計画化されるということ， 

第三に輸出入のバランスがとれるという利点があると 

いう。しかし，二国間決済には，二国間だけの交換額 

には服界があるということ，その他の国々との貿易が 

うまぐ行えないということ,国際分業が阻害されると 

いうことから，おのずと限界があるとされていろ。そ 

ういった点を克服すベく本書は多国間決済を導き出す。 

確かに社会主義国間の国際分業が成立するためには， 

二国間決済は不都合であろう。多国間決済の利点は支 

ゼXいを個々の場合に限るのではなく，もらゆる国に掀 

げることにある。かりに，A 国のB国への贸息が赤字 

であっても，B 国はC 国に赤字であり，C 国がA 国に 

赤字であれぱ均衡は達成されよう。これによって賈嚴 

量は一層拡大することになる。そのためには，キ央決 

済銀行が多国間決済のために必然的に生C てくること 

になる。いわば国際的商業信用から国際的銀行信用へ 

の移行の過程であろう。こうした展開はかなり説得力 

を持っているといえよう。しかし，こうした展開の背 

景にある各社会主義諸国自身の生/蜜力水準の検討と0  

際分業化の思惑をぬきに.して語るのは若干問題を含ん 

でいるようである。この多国問決済取引きを行う国際 

経博協力銀斤(Internationale Bank fiir Wirtschaftl一  

iche Zusamenarbeit)は，国内取りきの場合と同様に 

ァクレディ-ティフ，現金取り立て{■こよって決済を行う 

ようである。銀行の管理は，成員諸国の代表によって 

なされ，参加諸国の利益は守られているようである。

の銀行の課題は次のようになっている（S. 381)^

一振替ル一プルで多面的決済を行うこと。

一銀行の成員諾国の外国贸易業務とその他の業務に 

信州を与えること。

一 振替ル一プルで自ill資仓を集め，それを保管する
V し 
'―C- P

一銀行の成員諸国やその他の諸国から查や自山兑換 

- のその他の通貨を勘51̂に預金として集め,.金や 

由兑換のその他の通貴とのその他の域作を行うこ 

と。一財政状況から生じる銀行の0 的と課題に照
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応するその他の後行業務を行うこと。

第6享は，東ドイツ銀行制度-の約30年の歴史である。 

東ドイツの銀行の成立はソ速の場合とかなり違ってい 

る。本書によれぱ，東ドイツの銀行はソ速の軍司令部 

(SMAD)によって反ファシスト勢力の援助と民主 暴々 

翅設のために設立されたようであり，一‘国社会主義内 

で成立したソ連の銀行とはかなり異なっている。その 

ため，戦後一時期（1948年）までさまざまの銀行が並存 

していたようである。その弊害を除去するために国立 

銀行を中心としたソ速型システムに移行した。その後 

の内きはソ連の銀行を脑として展開しているようであ 

り，柴権的性格が強いようである。

本書の内容は，以上のように広範回であるが，内容 

め一貫性は貫かれているよきである。バランス論から 

の信用-貨幣論の展開はユニークであり，本書の与え 

る意義は大きいであろう，評者の私見として若千の課 

題を述べるとするならば,先に述べたように財政の内 

容をどのように位置づけるか，商品-貨幣関係とバラ 

ンスとをどう結びつけるかといったことであろう。こ 

れは，単に商品-貨幣関係と財政との並存をそのまま 

述べることではなく，その敵対的性格を'も述べること 

にならなけれぱならないだろう。さらに言えぱ，最近 

のL P G の動向に対する信用関係も,評者の與味から 

すると展開して欲しいテーマである。

以上，私見を交えて招介を行なってきたわけである 

が,評者としてはこの種の本が多く読まれることを期 

待したい。〔Ehlert, W./D. Hunstoek u.a. (Hrsg.), 

Geldzirkulation und Kredit in der sozialistischen 

Planwirtschaft. 408 S. 1976(Wirtschaft, EG)邦値 
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